
太平洋スルメイカ漁場調盃

調査邑的

本事莱は太平洋沖合VC$>けるスノレメイカの新漁場開発及び漁況予測の精度向上をはかれイカ釣漁

莱者の経営の安定に資するものである。

H 詞査内容

1 調査期間 6月23日-11月30日

2 調査場所 青森県太平洋沿岸及沖合

3 調査員訟よび調査船

調査員扱師

漁莱謀長

技師補

赤羽光秩

浅方II 信雄

鈴木史紀

詞査船 端鴎丸(4 O. 8 1トン，

芽1奥丸(38.3 5トン，

4 調査項 白 山漁獲試験

(2) 漁場観点IJ

" (3) 標識放流

(4) 多項白魚体測定

D160PS，橋本船長以下 10人乗組)

D 1 20 P S，高井船長以下 10人乗組)

5 調査方法

試験船瑞鴎丸により 6月23-9月30日の期間，また東奥丸により 10月1-11月30日の崩聞

に 4→1)・(2)・(3)の調査をなζ在った。
また，東北水研八戸支所の職員と水誌八戸駐在職員とが共同して， 4→5)の調査をむこ在った。

園調査結果

第 1図 昭和45年度スルメイカ副査海域図
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本年度の調査は第 1図K示したA海域(沿岸域)と B海域(沖合域 jについて実施したが.A海域K

ヲいては，イカ・サバ資振動態調査の中でその結呆を述べたので，と ζにはB海域の調査結呆を記述す

る。

本年の八戸近海tてる、けるスノレメイカの持、況は対，馬桜流・津軽陵侃の弱勢と対応して異常念不漁鋭象を

示したか， ζの情勢Kかんかみ，太平洋沖合北上群の捕捉と合わせて、沖合(rC;þ~けるスノレメイカの分布・

場境.0引退K島知寸る知允を碍る目的で、 7月20日-24日の期間、瑞属丸十てより調査をま示ζなった。

その当時の海況と試験操業位置を第 2阻に示したが、親潮接岸分校同鰭で41明附近で著しい接岸状態

を示し、 ζれと対応して津軽暖流は弱勢を示し、青森県舛にま?けるその張出し面積は非常に狭かった。

第 l図 昭和45年 7月中，下旬の 50M層水温分布と操業位置図
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一方、黒潮系陵水塊はほぼ4fN、 145Eを中心とする直径 90浬位の円状と走り背森県東万沖合

K存在していた。そ ζで訪査の邑標を、北7.k研等の研究成果及ひ仮設をもとにして、との陵氷塊の東縁

で50MI言水温が5-6tの7.k帯にま?君、 7月;)， 0日八戸港を出港した。目標とする水帯を追跡し、第

3凪K示すょっな経過をたどった。
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第 3図 昭和45年 7月下匂瑞鴎丸沖合イカ調査航跡図
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観測点

試験操業位置
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結呆として、漁場観測をST、l-ST、15の計15点、漁獲試験をFl-F5 の計 5点、標識放

流をF4地点で50 0属、 F5地点で800尾の計1.300昆実施した。以上の調査の結呆は次のよう

に要約される。
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1 分布と接境

第 1ぷ Ijs示1145年 7片一卜匂にる、げる太平洋沖合スノレメイカ投薬桔呆 (瑞鴎丸)

日 時121日r. nrl つれ iZEq-22日n i ?2日 つ川 !?1HAj日γ23凡ハ 24PM

JIlう五泊三;hiiI1hjiu|:iu;ill託子

ι 止 :l
漁 スルメイカ l尾

3 9 アカイカ
獲

ツ」メイカ 。 2 3 

昆 。。2 そむ他
σコイカ

数 合 言十 4 2 3 6 5 3 3，9 5 5 

1時間 1台当
b漁獲尾数

(スル〆イカの
み) 0属

。 れ

ム | 9 0 

備 考 Fl F2 F3 Fd 6 5箱

第 1表は，各操業地点の漁獲状況と漁場壕境(5 0 M層の水温)を要約した表である。

水温 1::I.3'Cの最初の地点は，当時存在していた桜木塊の内側部分にあたり，ととではアカイカが主

K釣れたが，スノレメイカは 1属のみの漁獲K終った。。次の水温8.4"Cの'.tt_J点は最初の地点よりは駿水塊

の外側Kあたるか，治、援はスノレメイカ 1尾その他0)イカ 2たで，最初の地点同様スノレメイカの分布は稀

樽であった。 1架莱 3凶目の7.)(温は当初の目標(!Uをぼ合致する 5.9Cを示 L.，陵7J(塊と親潮域との境芥に

あたる地点で， とこで操業 2時間の結呆，スノレメイカ Jti昆を漁獲した。

次の第 4弛点、ね7.k温 fiOCでスノレメイカ 65 0)毛，また更に第 5地点は水温5，7Cでスルメイカ

::1.950尾を漁猿した。ス J メイカの分布が比較的際空色、であったi;f;;) .第 4・第 5の各地点は，分布か

稀薄であった第 1・第 2地点と 50M層の水温の，点で.-Je，して呉っていた。

第 4図 操莱地点方Ijの水深-7.k温曲線
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第 2闘はスノレメイカの分布が稀潟であった第 I地点 (F， )と比較的議密であった第 3~第 5地点

( F 3 ~F5 )の夫々の点K恥ける各層の7.k温を表わしたものであるo F'l では水深に対応して水温が

緩やかに下降しているが， F3 ~F~ の各点では共通してある水深を境にしてそれ以浅では急降温し，

以深では7.k温は余り変化がない。そして境目の7Jく深はほぼ 50M層附近である ζとが分かる。1.:Io'， F2 

はζの2つのタイプの中間型を示しているが， ζ こでは省いた。

第 2表操業地，点万Ij・ 7.k深刻J7.k温

I~竺T Fa F4 F5 

表面水温 1 8.8 oC I 9.4'C 1 9.6 'C T。

50M水温
う.9'C 6.0 'C 5.7 'C 

T 50 

水温差ムTI1 2.9'C I 
TσTBOi l 

134c l 1 3.9 'c 

第♂裁は，水温構造に共通した点が允られ，且つ，スノレメイカの分布が比較的獲密だったFa ~F5 

の各点の水温を上士較するためK作成した。最大の漁獲がみとめられたF5では，表面7.k温が 19.(:; Tで

他の 2点より高く， L，かも 50 m7J<.温は逆K他の 2点より低いことか分かる。つまり，両属の水温差は

最大であり耀属としては最も顕著である。同様の見方をすれば，漁獲の最も少かった凡では水温傾度

は小さく躍層としては他の 2点よりも緩慢であゐ。即ち，漁l3:隻順位と水温躍層の強弱か一致していると

とが明かである。

以上を総合寸ると，スノレメイカの分布は暖水塊の内側では稀薄で，冷水寄りの深さ 50mの水温が

5.5-6'Cで且つ，表層附近の水温が 19.5 'cくらいの比較的高い水域K濃密で，表層と 50M層の水

温差の大きい，いわゆる水温躍層が顕著であるほど群密度ば高かった。

2 回遊

第3表 昭和 45年 7月下匂，太平祥沖合スノレメイカ標識放流結果表

放 流 言己 事 再 摘 記 事 結呆~月 日 地点名 尾 数 月 日 位 置 魚体計測

7.22 -23 F4 500尾 8. 18 広 尾 沖

7.23-24 F5 800尾 8. (9 尻労f中，水深 380 m 
8. 19 鮫角 ENE15注 IVl L 2 2 6 ， BW 2 4 0 ♀ 

8.25 江良W3浬

、、
8. 26 鮫角 ENE20浬 ML205 

1 8. 27 矢 越 f中 J.¥IlL 2 3 0， BW 2 5 0 

9.13 三頁島焦割、長水深 821T1 ML  2 5 7. BW  3 8 2 ♀半熟

9.14 函 舘 i中 M L 2 2 O. BW;) 0 0 

、ムF 10. 2 亀ク崎，水深 60 rn 

10. 4 矢 越 {rt ML  205 

10.19 尻 矢 I中

10.21 函館沖
! ~;. .，; I小谷石 4湿 ML  2 7 5. B机142 0 

操業 4回目(F 4 )及び 5副邑 (Fr; ) VておP乙在った標識放流によん沖合スルメイカ群の移動調査の

結朱は第 3言交にまとめた。

}'4 では 500尾放流したが約 25日後K道東広尾神で 1尾再摘さfL7乞のみである。 ζれに対して，

F" では， 8 0 0尾の標識放流をおこ合って合計 J2尾の干与摘を得た。その内訳は，津軽海峡内放びJl'lJ
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函口でち月以 5日から 11月2日K至る則自VC6昆，尻矢崎附近の大平側で 8月9日と]0月19日

Kそれ!ぞれ l尾，鮫角東北東の八戸在海漁場で 8月19日及び 8月:)， 6日十てそれぞれ 1尾，また，岩

手県尾崎~梶崎の沿岸で 9月13日と I0月2臼にそれぞれ 1尾の再摘がみとめられた。と乙で注目

すべき ζとは. F'4放流のイカは僅か 1是のみの再調ではあったが道東で持摘され，一方. F5放流

のイカが 100%西へ移動して津軽海峡周辿及び太平洋の沿岸漁場で再拙された点である。

3 71中合スルメイカ詳の性状
第 5園 、沖合スルメイカの体長組成図
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FG 
N=I 0:2 

13 15 17 19 21 23 cm 

第 5凪K各操業地点K出現した群の外套長組成を示した。 F3の群は 3地点の中では最も小型で

1 6cmモードであった。 F4 の詳は. ] 9・:，10 cmを王モードとし. ] 6 cmを副モードとする双峰型

で，また F~ の辞は:)， 0 cmを主モードとし 1肘cmを副モードとする双峰型であった。とれら 3地点は

ほぼ南北K並び. I 5浬間隔程度で北からF5 ・F4 . F3のj顕であったと止から，大型の群ほど北

側に分布していた乙止が分かれその変化のし方は，南側の群が隣接した北側の群の外套長組成上K

出現しているととから，北上する後続群が北側で先発群K混入している状態がうかがわれる。

ζとで，八戸近海漁場K出現した群の外套長組成の変化を眺めると(第 5凶)， 7月中勾から下匂

Kかけて出現した毒事のモードは.17-19cmの範囲で，その中心は ]8 cmvてあるように見える。と

とろか. 8月上匂の許は 21 cmモードであり. 8月下匂の群;.>I・22cmモードとをっている。即ち，

7月下匂から 8月上匂K至る間VC，群の外套長組成が一変していると止K在る。
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4 沿岸各地の漁況

第 6凶から津軽海峡以東

の太平洋沿岸を含む各港の

水揚変動を眺めた場合， 7 

月中匂以降 9月下勾に到る

聞の変動様式が全港ともほ

ぼ一致している ζ とがわか

る。

17 
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N= 50 

2うcm
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N=100 

23 25 cm 

第 6凶 東北各港にむける夏イカ漁獲量の勾別推移
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次vc，津軽海岐に面した函館港と大姻港を除いた場合，太平洋側の各港の水揚の大半は 8月以降に
沿いて左され，それ以前に£、ける7.k錫打極めて少い。また全港を通して見た場合， 8月以降vc;T'げる

水揚量は反イカ全体の水揚量の 5割必L上を占め、特に八戸港の場合全体の約 9割を占めている。

5 三考 祭

調査結米 2・3・4で述べた沖合スノレメイカの移動状況・語干の性以 .'f合体漁場 VC;T'ける漁況の推移

を総合的K考察すると，昭和 45年 8月以降Vζおいて津軽海峡放ひ東北太平洋沿岸で漁獲された夏期

のスノレメイカね，三陸沖合K当時存在していた黒潮系暖水塊の縁組海域から接岸した群であると考え

られど)0 )(， との軒ιl，津軽海峡J;zひ東北太平洋沿岸漁場に夏期に来遊したスノレメイカの大き左部分

を占めたと考えられる。

N 員JiiJ査の成呆および今後の課題

1 調査の成呆

(11 東北太平洋沿岸に反射に来遊するスノレメイカのラi':遊様式について， これまで次のようご 3つのノレ

一卜が考えられていた。

A 日本向から津軽海峡を位て来遊すゐO

B 太平洋沿岸を北上する。

じ 三陸沖合の黒潮分派域より来遊する。

ζのうち， A辛子よびBについては，様識放流による移動調査の結呆明かと左っていたが，cvcつt
いては笑際にスJレメイカを捕捉した調査の17~がなく，仮説の設階 i乞儲まっていた。

このよう左スルメイカ研究情勢の中で本年度瑞鴎丸十てよって三陸沖合の調査をなこ左 lんスルメ

イカの分布・環境・移動・魚群の性状を明かκした。
(21 本年の東北太平洋沿岸の漁況は極めて 弓張念状態で推移したが，夏期K漁獲されたスノレメイカ

の大半が，三陸沖合から来遊した群であると考象した。

(3) 本年度の標識放流VC2種類の標識を使用した。その結呆は第 4表に古とめたが，従来使F討されて

いたストラッフ君主(狭みこみ式)捺識と今[0]使用したタグカンKよるアンカータグ型標識とをくら

べると，再捕率は 4(i : ] (j)割合でアンカータク標識が優った。

また，様識とりつけの操作は，今副使用したタグガンによる方法が簡易である。

第4表榛識の栓類と再捕率

標識の種知| 規 格 |放流尾数|再踊尾数

ストラップ型|夏イカ用小型

アンカータグ型| ヒ。ンの長さ 6 0 !!m! 

アンカータグ型| ピンの長さ ] 5抑

2 今後の課題

(1) 問題点

l 尾

1 2 。 4.4 

0 

本県太平洋沿岸漁場の漁汎は44年・ 45年と不漁が続いた。特VC4 5年の場合は，過去 20年

同 K在い異例の不漁とをった。とのょっ~現象は漁業者の大半がイカ釣漁業に従事している本県に

あっては，大き左問題であふ。

この問題を 2つの大き左測面から眺めゐと，第 1{rCは，漁業生産代直接従事するイカ釣漁業者に

とっては沿岸の既成漁場以外の漁場開発の必長牲に迫られている ζ とであり，第 2は，ス1レメイカ

資源の問題である。

スノレメイカ貸{j在、は，スノレメイカが年魚であり直接産卵若手を漁獲苅象としをいことが理由とされて，

漁d:¥l;VCよふ資源減少の必告じが之とい魚種とされてきたが，漁獲努力量は，近年急増しつつあり， とれ

と対応して単位漁獲量か滅少しつつあるととが，最近スルメイカ託行究者の同で指摘されている。
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(2) 今後の謀題

前項で2つの問題点について述へたが， 71¥誌の任務としては資源に闘する調査動究を進め左から，

一方では，本県漁業者の経営安定を凶る必妥があり，そのためには， ζれまで調査量の少い沖合群

についての多面的な調査を正?と念う必要がbる。その具体的左項目を次に列挙すゐ。

A {中合岩手の来遊水準

B 沖合群の漁獲万法

c 沿岸漁場及び資源、全体への影響
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第 5表 昭和 45年度太平洋スルメイカ調査結呆表

調査船名瑞属品 丸 " " // 

航 j毎次数 2 3 4 

年 月 日 4ぅ・ b ・23 6 ・24 6 . 2 6 6 .29 

持 闘 始 1 6 .20 2100l1840  2 1・o0 1 7 . 3 0 2 0 .40 1 6・40 

亥u終 了 1 9 . 1 0 2 3 . 0 01 2 0 . 4 0 2 3・o0 1 9 .40 2 2 . 4 0 1 9・')D 

位 鮫 角' 1¥ N E 1 9' NE  211泊 SE 2' 出戸E3.5， EN  E 2 l' NE  2 l' NNE 18' 

置 N 

" ま台 E 

日 N 

3 E 
71< 開 始 18') 1 8 0 i 8 0 lうう 200 1 7 0 

長長 終 了 1 ') 0 1 7 0: 7 0 2υ0， 1 d 0 2 ') 0 1 5υ 

天 イ長 F F F ι BL  B 

海 風向、力 E E I[W 21W 31 S E 2 

気 圧 1 0 1 6 1 U 1 1 l心 11 100う 1 008 1 U 1 6 

気 温 1 3.0 1 3.0 1 2.0 1 6.0 1 4.0 1 5.0 

波浪 2 

象うねり I
流向速

OM 1 3.8 1 1. 2 1 6.6 1 5.0 lう2

各 1 0 1 2.4 1 3.6 1 0.3 1 4.3 1 4.3 1 5. 7 

i曽 2 0 1 1. 5 1 2.4 9.6 1 3. (3 1 0.2 lヲ.0

71< 3 (] 9. ') 1 U. 4 ν.5 1 3.0 6. 3 1 1. U 

温 5 0 9.4 1 0.4 9. 4 6. 4 6. 4 7.8 

7 5 9. 3 9 0 i 9. 2 7. 7 6. 7 9. 4 

1 0 (1 9. 2 7. 6 し i 8. 1 5.2 8. 6 
f、、
。C
1 5 0 6. 8 t.6 7 8. 4 3 、ーノ

2 (]じ 3.6 

漁動 jJ 3 3 3 3 3 
3 う

具手 動 4 4 4 3 4 4 3 

漁獲尾数
。 。 130 1 5 o i 。

11 ~ 18cm 
1 8 crn 魚 体 ML. 13 crn 

操業時間 2.8 2.0 2. 0 1. 5 ! 2. 2 2. 0 3. 3 

単位漁獲量
。 。 9 3 1.7 。 。 。
lVlL 1 OcmJ) :当業船 1:後備 考
ノJρイカ遊泳
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1/ 1/ 

" 
5 6 7 

6・30 7 2 7 .2-3 7 3 7 .3---4 

2 0・20 2 0・30 1 9・20 2 1 . 5 0 1 7・40 20.ぅ0

2 2 . 0 0 24.00 20・o0 2 4 .00 2 0 .40 o . 5 0 I 8 .40 o 1. . 0 0 

N N E 2 0' NN  E 15' N 1 8' N/E 18' EN E 18' N F /K2l 泊 SE 2' 出戸E 3' 

/i¥戸E 4' 

210 1 1 0 80 130 125 180 1 6 0 160 

2 0 0 1 2 5 150 7う 210 

B B ι 仁 F F C c 

SE 2 SE 2 SE 3 SE ESE 3 SE 2 ESE E 

1 0 1 6 1 0 1 6 1 0 1 0 101 0 1 0 0 9 1 0 1 2.5 1 0 1 2.う

1 3.0 1 2.0 1 5.0 1 4. 0 1 5.0 1 3.0 1 5.0 1 4.0 

2 2 2 3 2 

2 2 2 3 2 

1 3. 1 1 4.6 1 4.2 1 4.2 1 3.4 1 5. 1 1 ，*.1 

1 3.4 1 4. 1 1 4. 0 1 3.9 1 3.4 1 3.2 1 3.8 

1 2.9 I 1 3. 1 1 3.2 1 3. 3 i 1 3.4 l 2. 2 1 2.6 

1 2.3 1 2.9 1 2.7 l 1. 4 l 2.4 l 1. 2 l 2.0 

1 1. 7 l 2.6 l 2.4 8. i:¥ 9. 6 1 1. 1 1 1. 9 

9.8 l 0.3 l O.う 8. 7 4.7 :1.8 l 1. 4 

9. 9 7. 3 う.4 1 0.8 

8. 3 

6. 0 

3 3 3 3 3 3 2 3 

づ 3 3 3 2 2 3 

3 。 2う 。。 2 105 5 280 

14 _ 17 cm 13 - 1うClll l 3 cm 
12-18cm 

15 - 16cm 
12 -22 cm 

ML t 14 cm ML・14，17cm
1.7 1. 5 3.0 5. 3 1.2 3. 0 1.0 4. 2 

O. 3 。 1.4 2. 9 0.3 i 7.0 1.0 l 6.7 

小サンマ・ノJ¥ 小サノミ浮上 当業船2隻 小サンマ浮
イカ・浮上 上 |
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調査船名 瑞鴎丸 " // " 

航 j毎次童文 8 9 1 0 1 1 

年 月 日 45.7 .9 7 .9--10 7.12--13 7・13--14 7・14 

時 開 始 1 7・o0 19.30 2 3・10 1 9 .00 2 0 .00 18.30 ι3・o0 

亥U 終 了 18.40 2 2 .00 o 1・40 o 2 . 0 0 o . 3 0 2 I . I 0 o I . 0 0 

位 鮫 角JNNt<.: 16' 温釜E 5， IN~ 匂 ~N18 N ER 44 171 泊 SE 2'泊 SE 2'1 N/f!: ~E20 

邑; N 

I~ l!; 

位置 N 

~ ，; 

71< 闘 始 125 9 5 1 3コ 130 80 8 0 190 

深 終 了 8 0 1 1 0 70 6 5 1 5 0 

天 候 仁:-F じ 仁 BC  C C 
海
風向・力 31E S 8 31NW ESE 31 E SE 31wsw llW 2 

. 気 fr. I U 1 0 1 0 I 0 101 0 100 5 1 0 0 3 1 0 0 4 

気 温 1 4. 5 14.0 1 4.0 I 3.0 I 5.0 1 8. 0 

気 波 浪 2 2 2 2 

象
う ね り 2 2 2 2 

流向速

OM  13.6 1 2.6 1. 3 7 1 3. 5 1 3. 5 1 2.9 1 3.21 
各

1 0 1 2.1 1 2.5 1 3.4 5 1 2.7 I 3.6 1 3.4 1 3.0 

j醤 2 0 1 1. 0 ') 1 1. 9 1 2.1 0 1 1. 4 1 3.2 1 2.9 1 2.4 

71< 
;j r 1 0.7 2 1 1. 2 5 I 0.7 0 1 1. 2 1 2.7 1 2. <) 12.4 

5 (i 1 0.40 1 0.9 5 1 O. 2 0 I 0.8 1 1. 1 1 2.7 1 2.4 

温
7 5 1 0.4 0 1 0.7 0 1 0.2 0 1 0.8 8.4 

1 0 (i 1 0.0 5 1 0.2 0 1 0.4 7. 1 

r、、 150 5.8 
匂C
、._/
2 0 0 

漁 動 力 3 3 3 3 3 3 3 

具 宇 動 2 2 6 6 6 。
漁獲尾敏 1 5 3 0 2 0 1. 3 6 0 2.0 5 0 2. 2 4 0 6 

魚体 19--21 CII; I 17 __ 22 cm I 16--吋 8叩 oγ0尾
操業時間 1.7 I 2.5 I 2.う 7.0 1 1 2.7 2.0 

単位漁獲量 1. 8 I 2. 41 2. 0 I 2 1. 6 I 9 2. 2 1.0 

備 考 当業船2明 一宇陀吟I____nml
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1/ 1/ 1/ 

1 2 1 3 1 4 

7 . 1 5 7 . 1 7 7 .21 7 . 21-2~ 7 .22 7 . 2之、 23 7.23、24

1 9 . 00 2 1 . 3 0 1 7・00 1 9 . 00 2 3 .20 o 1 . 40 1 9 .00 2 (j .00 

2 0・30 2 3 . 0 0 2 1 . 1 0 2 0・30 o . 2 0 o 3 .40 o 2 . 4 5 o 1 • ) 0 

E 1 8' E/N 17' 尻労E 5' 

4 004 0' 4 004 2' 4 004 0' 4 005 2' 4 100 5' 

143044' 1 4 303 0' 1 4 )01 5' 1 4 3" 1 8' 14 301 7' 

4 005 0' 4 101 l' 

i 4 302 0' 1 4 302 0' 

1 50 1 2 5 1 1 5 

155 9 0 

BC  Bι F BC B B B BC  

E E NE  ESE WSW SE 。WNW  
1 004 100む 1 00 6 1 0 0 8 1 00 8 1 008 1 0 1 1. 5 1 0 1 2.5 

1 7.0 1 6.0 1 6.0 2 1. 0 20.0 2 o. 0 2 u. 0 1 9.5 

。
2 

NE  N EYN O. 4' N~NO.4' 
1 5.2 14.3 14.1 2 1. 2 2 o. 3 1. 8.8 1 9.4 1 9.6 

1 3.4 1 2.7 1 2.3 20.4 2 0.5 2 18.48 1 8.4 0 1 8.1 0 

1 1. 4 1. 2. 1 1 1. 2 2 0.3 1 8.5 5 1 5.3 0 1 5.7 0 lう.62 

8. 9 9.9 1 1. 8 1 4. 4 1 3. 7 2 1 1. 1 5 9.8 9 1 1 3.う

7.9 ii.6 1 3.3 1 3.3 8. 3う う.90 6. (j 0 う.70 

7.0 6.0 1 1.6 1 1. 9 4.1 5 4. 2 9 4.ヲ5 3.4 5 

6.1 5. 9 1 0.4 5.2 1 3.87 4. 3 5 3. 1 2 

5. 7 8.1 う70 3.6う 3.2 1 3.8 7 

6. 7 5.うう 3. J 2 3.00 3.7 2 

3 3 3 3 3 3 3 3 

3 。 。 4 3 う

。
3 6 アカイカ 3 1 9 6うO 3. 9ラO4 2 

19 -22 cm 12 - 18 C1lt 
lP1I5L~I9 23m 

14 _ 23 cm 
ML.20cm ML. 16 cm ;20 cm l\'L.18~Oc問

1.5 1.5 4. 2 1.5 1.0 2.0 7.7 5.う

。 O. 7 υ.5 。 0.8 2. 4 1 4.1 90.0 

f!t....{浮上 沖合調査 西K適水
f中う0合0昆調放査流

800尾放流
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調査船名 瑞鴎丸 1/ 1/ 1/ 1/ 

航 海次数 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 

年 月 日 45" 7・26 7 " 2 7 7 " 29~30 7 " 3 0 8" 9_  10 

時 同 始 1 8 . 3 0 2 1・40 1 9 .00 1 8 " 0 0 1 8 " 3 0 2 1・o0 1 8・40 

亥リ 終 了 2 1 " 0 0 2 4・ou 2 0 " 3 0 o 1・G0 2 0 " 0 0 2 4・00 o 1 _" 00 

位 鮫 角'ENE 19' N V /包 1 9' NE  2 0' NE  1 6' EN  E 16' N九 15' NE  2 0' 
撞 N 
〆向、

ま白 E 、ーノ

N 
r、、

終 E 、、J

水 出 始 1 4 5 140 155 1 1う 1 1 5 1 1 0 165 

深 終 了 1 4 0 1 1 0 1 0う 1 0 5 

天 イ疾 C-F C 。 C F C 
海
風向力 E I1 E IIW 118 118 88E 2 

. 気 B:: 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 7 

気 温 2 3.0 2 3.0 2 3.0 2 3. 1 2 2.0 20.0 

気 波 浪

象
う ね り

流向速

OM 20.8 2 0.6 2 1. 5 2 2. 5 0 2 1. 5 2 1. 3 2 O. 0 

各
I 0 1 6. (-) 2 I 5.4 1 7.0 1 7.2 5 1 5.5 0 16.40 1 9.20 

層 2 0 1 4. 3 0 1 3.2 1 5.2 5 1 3.5 0 1 5.3 0 1 3.4 5 1 7.1 0 

水
3 0 1 2.4 5 1 0.4 1 2.0 0 1 1. 3 0 1 3.80 1 2.1 0 1 3.90 

5 0 8.50 9.2 7 6. 7 5 6. 5 0 1 1.う O 1 1. 3 0 1 1. 0 0 

温
7 5 R4Q 8. 9 5 8. 2 0 6_6 0 8.4 5 8. 3 0 9.60 

] 0 0 7. 2 0 7.80 8.3 0 5.う7 7.8 0 8.00 8. 3 0 

r、
150 5.7 0 'C 

、、ノ

200 

漁 動 力 3 3 3 3 3 3 3 

具 手 動 2 2 3 3 3 3 6 

漁獲昆数 7 3 5 う 4 0 6 0 1 0 1. 8 0 0 

魚 体 入l箱れ6 0 尾

操業時間 2. 5 2. 3 1.5 7.0 1.う 3.0 6. 3 

単位漁獲量 0.6 3.0 0.6 1.0 6. 7 0.6 3 1. 7 

備 考 サンマ・サ
l治イ二多カい・サバ

サバ許浮上
バ浮上
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" 1/ " 1/ " 

20 2 1 2 2 2 3 2 4 

8 . 1 0 8 . 1 1 8 . 1 1 8・17 8・17--18 8 .23 8 .23--24 8 .24--2コ

1 8・30 1 8・30 2 0 . 3 0 2 0 .00 2 3・o0 1 9 . 0 0 2 2 . 3 0 1 8 .20 

2 4 . 00 19.30 2 4 .00 2 1 . 4 0 o . 4 0 20.30 o 1 . 00 o 1 . 3 0 

NE  1 6' N~20' N EYE 1 5' NE/E 18' N九 16' 白糠NE7' 出戸 SEう1 ENE 19' 

1 10 160 1 0 5 135 127 105 100 1 4 5 

B B C R BC  BC  C 

SW  SW  SE SE  2 SW  SW  SE 

100 8 1 00 8 1 0 1 6 1 0 1 7 1 0 1 5 1 0 1 5 1 0 1 5 

29.0 2 1. 0 2 O. 0 1 8.0 2 9.0 2 7. 0 2 3.0 

2 2 

1 9.4 2 0.0 2 0.80 1 9.6 0 20.2 0 2 1. 9 2 1. 2 2 1. 2 

18.2 0 1 9.6 0 1 9.4 0 2 0.3 1 9.9 

1 6.30 1 7.1 0 1 8.4 5 2. 0.1 1 8.i5 

1 3.4 0 1 3.7 0 14.4 0 1 9.9 1 7.5 . 
1 06.0 1 0.6 0 1 1. 7 0 1 8.3 1 5 8. 

9.00 9.60 8.6 5 1 7.7 1 0.6 

• 
8.50 7.90 lう.5 1 1. 3 

3 3 3 3 3 3 2 2 

3 3 3 3 3 3 4 6 

6 0 3 2 3 1 5 。 1 2 0 840 

並1i8LコZヱ1252ccmm 

う.5 1.0 3. 5 1.7 1.7 1.5 2.5 7. 2 

1.8 0.5 1. 1 1. 5 。 0.1 8.0 1 4.6 

Jレイカ群遊

泳
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jlJJjlJlli2ド441-f
刻終

位角k

i崖

R白

卜品
川
市

(
終
) 九匹

71< I t対 始 J 4 5 123 

保 1i終了

145 1 4 5 143 145 1 5 3 

天 1民 ι B 
{lJ: 

l 風 向プ)1s¥v 

• I気 仕

l気温

ヌ¥I放浪

1 0 1 5 

2 6. (J 

象つれり

流向迷

仁

1 I 日

1 0 1 5 

2 3.0 

2 

B 

llESE 31E 

lυ1 5 

2 0. 0 

2 

(' ]¥1 2 1 8 

全ま
21.3 1 0 

2 0 

::l 0 1 7ペ

j曽 1 8. l) 

7K 

5 0 1 5.6 

温
7 5 1 2.4 

ハ刊ハMl
 

9. 9 

定 15 0 
、』ノ

2 0 (i 

漁 Il動 力 2 

o

m

m

7

3

一
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漁

魚

操

単

一

備

2 1. 4 

2 O. 2 

1 8.7 

1 7.4 

1 5.7 

1 0.0 

B. 4 

2 1. 0 

2 1. 0 

1 d.コ

J 6.2 

1 3. d 

1 0.8 

9. 9 
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l). 2 

7.ヲ

3 

3 

5.3 

0.3 

C 

3 i E 

B 2 I NW  2 I I<; S E 2 
1 0 1 6 101 0 

2う.0

2 

2 0.1 

2 O. 7 

2 0.3 

J 5. 7 

1 5.7 

1 3.4 

1 2.4 

l
J斗
川
一
-
叫

1 9.2 

2 O. (J 

lν.6 

1 l). 5 

lう9

I 4.う

1 1 7 

3 

3 

2.3 

ー
十
1
1
1

A
汁ハU

24.0 

1 9.3 

1 9.4 

1 6.2 

1う 3

1 4. 4 き

1 1. 6 

I 1. 0 

3 

3 

う 。

1.8 

0 



" " " " " " (言十) 東奥丸|

3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 (3 7) 1 

9.9-10 9・11 9・24-25 9.25-26 9 • 2 6 9 .27 1 0 7 

1 7 .40 1 7・40 1 7 .30 1 7 . 4 0 1 7・40 1 7 . 3 0 操業号誉回 1 7 .00 

o . 3 0 2 0・o0 o 1 . 4 0 o 1 . 2 0 2 0 . 4 0 2 0 . 3 0 2 0 .05 

EN E 2 0' EN  E 2 0' E/N 2 0' E/N 2 0' I<~NE20' E N E 2 0' 組員長重
4 004 l' 

用1[漁8]普具均叡使 1 4 105 4' 

6. 3台 4 003 9' 

1 4 10ラ2'

145 1 4 5 140 155 145 1 4 5 全島詰君主 1 0 8 

9 5 

C B C R C C B 

SE N 3 SE SE NW  う N S 2 

1 0 1 0 1 0 1 5 1 00 4 100 2 1 0 1 4 1 0 2 0 1 0 20 

2 3. 0 1 8.0 I 8.0 I 8.0 I 7.0 1 8.0 19.0 

2 2 3 

2 2 3 3 

SW  

1 9.2 2 0.3 2 0.6 2 0.2 1 9.9 1 9.4 19.8 

1 9.4 2 O. 9 2 0.6 19.8 18.9 1 9.8 1 9.6 

18.9 2 0.9 2 0.1 1 9.5 1 9. 9 1 9.9 1 9.4 

1 8.4 20.4 2 O. I 1 9.3 J 9.8 I 9.8 5 1 9.9 

1 3.4 1 7.2 1 9.9 1 9.2 1 9.5 1 9.8 1 9.2 

9. 7 1 4. 7 1 8.8 1 6.4 1 7.0 I 7.8 18.6 

I 1. 5 1 3.4 1 5. I 1 5.2 1 5.2 1 4.9 I 5.4 

3 3 3 3 3 3 (170) 3 

6 3 3 6 3 3 (193 ) 3 

2. 2うう 。 8 0 2. 1 5 0 3 0 。(32.085 ) 。
M19L~. 25cm 20 -26 cm 
23 cm ML .22 cm 

6.8 2.3 8. 2 7.7 3.0 3. 0 (197.0) 3. 1 

36.8 。 1.6 1 3.0 1.7 。 (26. 0) 。

一一一一一一一一一一一一一一一
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調査船名 東央丸 1/ 1/ N Fノ " 1/ 

航 海次数 2 3 4 5 6 7 

年 月 白 4う.10.13 1 0 . 1 ') 1 0・16 1 0 . 2 0 1 0 . 2 2 1 0・29 

時 開 立右 2 1・3う 1 6 .う 0 1 6 . 2 5 1 6・15 1 7 .20 1 6 . 2 5 1 7 . J 0 

亥]j 終 了 2 3・15 2 1 . 2 ') 1 9 . 1 5 1 6 . 2う 2 2 .20 !包.コ 5 1 9 . 0 C 

位 鮫 角1 E 1¥ E 1 ')， N 1 6' NN  E ] 7' NE  ] 5' I:<:NE  1 8' 

置 N 4 005 0' 4 003 9' 4 004 8' 4 005 5' 4心。44' 4 0
04 ]' 

( 

立包 七: 1 4 103 7' j 4 ]0ヲ2!う 1 4103 1! 5 ] 4 102 7' 1 4 104 7' 141
054!う、、J

( N 4 004 9' 4 u"3 8' 4 003 6' 4 OCう 4' 4 004 4' 4 0044' 

す冬
'-' 日 1 4 1 03 7' i 1 4 1 05 2' 1 4 103 l' 1 4 102 9' 1 4 104 8' 1 4 1

0う6'

zK 民j 始 1 6 5 9 8 6 0 7 0 lむう 1 1う

深 終 了 1 5 0 ヲう 5 8 1 28 I 1 0 1 lぅO

7又 1s定 B C c C c c 
海
風向力 NW  2 NNW  3 う NW 41NW 4 国w

. Lメニ工 t士 1 0 2 1 lリ j3 1 0 1 6 l心 iジ 1 (J 1 9 (J 8 

気 温 1 7.う 1 4. 0 1 6.0 1 2.0 1 4.0 1 4.0 

安L tBZ 浪 3 3 う 3 4 

う ね り 2 4 3 4 2 2 2 
議ィ

dft 向速 S O!う S O! 3 i S O~ 7' SE 0.'7 I E 0!4 NNE 7了2

ONl 1 9.4 1 9.2 102 1 9.2 1 8.4 1 6.8 

各
] 0 1 9.4 1 9. 1 ] SJ. 2 1 9.2 ] 13. 6 1 8.6 1 6. 7 

層 2 0 1 9.う 1 9.1 1 9.2 1 9.2 1 d.8 1 8.6 1 6.7 

::l () 1 9.3 1 8.9 1 9.2 1 9.0 1 8.9 1 8.6 1 6.6 

5 0 1 9.') 1 13. 9 1 SJ. 0 1 8. 8 1 8.8 1 8. 6 1 6‘6 

温
7 5 1 8.7 1 8.6 1 8. 6 1 8目6 iう.7

1 0 0 1 6.1 1 6. 4 1 7.4 

r【¥
] 5 0 1 3.2 。C

、、J
2 0 () 

漁 動 力 3 3 3 。 3 ヨ

具 手 動 3 3 3 。 3 3 3 

漁獲尾数 。 9 6 。 4 2 
。 3 

魚 体

操業時間 1.7 4.'，) 2. 8 。 う0 2.2 U3 

単位漁獲量 。 0.3 O. 4 1.4 
。 O. 3 

備 考 中止
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1/ 1/ Fノ (計)

8 9 1 0 

11.2-3 1 1 4 1 1 6 

1 7 . 5う 1 6 . 0 5 1 6 .30 主華美回数 10 [Tl 

o 2・10 1 9・5ぅ 1 8・15 

NEiN 12' E/S 15' N占W20' 数lIF9]当8.り9漁獲尾

4 004 3' 4 003 l' 4げ51'.う

1 4 104 l' 1 4 105 5' 1 4 1"2 8~ う 具l数@]平6.均ぅ使苔用漁

4 003 6' 4 003 2. 5' 40"49' 

1 4 104 9' 1 4 10うl' 141ヲ0!5 陶![E3j.平う均h操業時

8 0 9 5 6 2 

8 0 6う 7 5 

BC  C C 

NW  2 SE 3 NW  4 

1 020 1 0 1 1 100 4 

1 2.7 lう.2 1 1. 0 

2 3 ヲ

2 2 

SE S 1!0 W SW 1. 0' S S E 1! 5 

1 6.8 lう.4 1 6. 4 

1 6.9 1 5. 7 1 6.4 

1 7. 2 lう7 1 6. 6 

1 7. 1 1 5.4 1 6. 8 

4・ 1 7.0 l う目6 1 6.8 

1 6.う 1 3.9 

3 う 3 ( 3 0 ) 

8 3 3 ( 3う)

920 ( 9 8 9 ) 

8.1 3.8 1. 7 ( 3 5. 1 ) 

1 0.3 o. 4 。.1 ( 4. 3 ) 
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